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本
町
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懸
案
事
項
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あ
り
ま
し

た
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し
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処
理
問
題
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決
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。

　

し
尿
が
直
接
全
量
搬
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
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半
年
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経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
係
争
中
で
あ
り
ま
し

た
二
件
の
裁
判
に
つ
い
て
で
す
が
、

　

し
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中
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運
搬
委
託
契
約
に
係

る
大
阪
の
業
者
か
ら
の
損
害
賠
償
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求
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件
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つ
き
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て
は
、
二

審
高
松
高
等
裁
判
所
で
本
町
勝
訴

の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
相
手
方

が
最
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裁
に
上
告
及
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上
告
受
理

申
立
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
勝
訴

の
ま
ま
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
に
て
執
行
し
た
公
金

支
出
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
事
件

は
、
二
審
高
松
高
等
裁
判
所
で
本

町
勝
訴
の
後
、
相
手
方
か
ら
最
高

裁
に
上
告
受
理
申
立
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
最
高
裁
判
所
に
て
棄
却

さ
れ
、
二
審
の
高
松
高
等
裁
判
所

で
の
勝
訴
の
判
決
が
確
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
町
で
の

懸
案
事
項
で
あ
る
二
件
の
裁
判
は

終
了
し
ま
し
た
の
で
御
報
告
し
ま

す
。
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　平成25年度の決算がまとまり、９月議会に提出しました。
　本町の財政は、町税等の自主財源が少なく、国や県に依存している
財源構成となっております。
　主要な事業としては、東光小学校屋内運動場及び浄化槽改修工事、
松島小学校フェンス整備工事、神宅幼稚園改修工事等の学校教育施設
の整備をはじめ、消防第６分団詰所改築工事、防災監視カメラ設置業
務など安全･安心のための防災対策などの新規事業や、昨年度同様に新
規就農総合支援推進補助金、地域おこし費などの地域活性化施策の推
進や、乳幼児医療費給付費補助金、障害者自立支援給付費など福祉の
向上のための事業を主に行いました。
　また、地方債残高は昨年度より7,148万円減額の40億3,525万円となり、
基金残高も27億9,475万円と3億2,257万円積み立てることができ、将来
の負担を軽減することが出来ました。しかし、経常的経費については、
前年度より21,282万円の減額でしかなく、経常収支比率も84.1％と対前
年比に3.1%減にとどまり、財政の硬直化は避けられない状況です。今後、
行財政改革を積極的に推進し、尚一層の財政の健全化に取り組んでま
いります。

わが町の家計簿

約91,500円の町税を納めて頂き、約346,000円

の支出をし、その内訳は次のとおりです。

町 民 １ 人 当 り

※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別会計とを合
　せたもので、地方財政状況調査（決算統計）の分類に添ったものです。

（※平成26年３月末住民基本台帳登録人口12,663人で算定）

歳入 47億5,355万円
歳出 43億8,081万円

自
主
財
源依

存
財
源

町税
使用料
手数料
財産収入
繰入金
繰越金
分担金・負担金・寄付金
諸収入

地方譲与税
交付税
交付金
国庫支出金
県支出金
地方債 35.9％

64.1％

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

消 防 費

117,000円

36,100円

35,900円

53,600円

33,000円

24,300円

土 木 費

農林水産業費

議 会 費

商 工 費

労 働 費

計

23,500円

14,800円

6,500円

900円

400円

346,000円

人件費
795,231千円

18.2％

公債費
417,269千円

9.5％

扶助費
637,960千円

14.6％

物件費
547,893千円

12.5％

補助費
654,936千円

14.9％

普通建設事業費
442,556千円

　10.1％

歳出の
性質別内訳

維持修繕費
67,142千円

1.5％

積立金
322,570千円

7.4％

　繰出金　
495,257千円

　11.3％

義

務

的

経

費

投資 的経費
費

経

の

他

の

そ

わが町の家計簿わが町の家計簿

普通会計平成25年度

歳　入

地方交付税
1,761,878千円

37.1％

町　税
1,158,728千円

24.4％

地方債
278,886千円

5.9％

県支出金
322,485千円

6.8％

国庫支出金
454,468千円

9.5％

繰越金
352,516千円

7.4％

使用料・手数料
118,546千円

2.5％

その他
305,744千円

6.4％

繰入金
301千円

0.0％

歳　出

民生費
1,482,121千円

33.8％

総務費
456,771千円

10.4％

公債費
417,269千円

9.5％

土木費
297,280千円

6.8％

教育費
678,374千円

15.5％

衛生費
454,796千円

10.4％

農林水産業費
187,935千円

4.3％

消防費
308,257千円

7.0％

議会費
81,703千円

1.9％

商工費
10,775千円

0.3％

労働費
5,533千円

0.1％



（単位：千円）♦歳入の部 

 割      合金       額項　　　　目

１６.３％２１１,３６２保 険 料

２４.９％３２３,２６４支 払 基 金 交 付 金

２２.４％２９１,３０１国 庫 支 出 金

１３.１％１７０,５６５県 支 出 金

１２.８％１６６,９４４繰 入 金

１０.５％１３６,６５４繰 越 金 そ の 他

１００％１,３００,０９０合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

 割      合金       額項　　　　目

９５.８％１,１１３,６１４保 険 給 付 費

１.６％１８,５０５地 域 支 援 事 業 費

１.６％１８,２１４総 務 費

１.０％１１,８５６そ の 他

１００％１,１６２,１８９合 計

♦保険給付状況（６５才以上被保険者数３,６１４人、要介護・支援認定者数７９２人）

合　　計施　　設在　　宅

７,３０２１,６４８５,６５４延 べ 利 用 人 数（人）

１００％２２.６％７７.４％構　　　成　　　比（％）

１,５３９,２８５３４７,８７８１,１９１,４０７審査支払い手数料（円）

１,１１３,６１４,６３８４８９,２００,００４６２４,４１４,６３４支 給 総 額（円）

１００％４３.９％５６.１％構　　　成　　　比（％）

１５２,５０８２９６,８４５１１０,４３８１人当たりの支給額（円）

　平成２５年度の歳入合計は１３億９万円、歳出合計は

１１億６,２１８万９千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額１億

３,７９０万１千円が、平成２６年度へ繰越となりました。

　平成２５年度の介護サービス給付費総額は皆様より

納付いただいた介護保険料の約５.３倍になっています。

介
護
保
険
特
別
会
計

歳入の部

歳出の部

その他　1.0％

支払基金
交付金
24.9％

国庫支出金
22.4％

県支出金
13.1％

保険料
16.3％

繰越金
10.5％

繰入金
12.8％

保険給付費
95.8％

総務費　1.6％
地域支援費
1.6％　　

　歳入合計は、１億３１１３万６千円、歳出合計は１億２８１３万６千円となっています。

　その内訳は図のとおりで、歳入歳出差引残額３００万円が、平成２６年度へ繰越と

なりました。

　高齢者の方々が安心して医療を受け続けられるようにするため、若い世代も含め

たみんなが納得して支え合う長寿医療制度が平成２０年４月より導入されました。

　医療にかかる費用のうち、窓口負担を除いた分を公費で５割、若い世代の保険料

で４割、高齢者の保険料で１割という負担割合で運営しています。

　この制度は、県内全ての市町村が加入する徳島県後期高齢者医療広域連合が運営

主体（保険者）となり、市町村と連携して事務を行っています。

　申請や届け出の受付は , 平成２６年４月から役場税務課で行っております。

歳入の部

歳出の部

その他　1.3％

後期高齢者
医療広域連合

納付金
98.3％

総務費　0.4％

繰越金
3.2％

使用料及び手数料・
　　その他　1.3％

保険料
65.0％

繰入金
30.5％

被保険者数 １,８８４人

一人当たり保険料 ４５,２１３円

総医療費 １,６６０,９００千円

一人当たり医療費 ８８１,５８２円　

後 期 高 齢 特 別 会 計

（単位：千円）♦歳入の部 

割　合金　額項　　　目

６５.０％８５,１８１保 険 料

３０.５％４０,０５９繰 入 金

３.２％４,１６３繰 越 金

１.３％１,７３３
使用料及び手
数料・その他

１００.０％１３１,１３６合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

割　合金　額項　　　目

０.４％４５４総 務 費

９８.３％１２５,９７５
後期高齢者医療
広域連合納付金

１.３％１,７０７そ の 他

１００.０％１２８,１３６合 計



　平成２５年度の国民健康保険特別会計の決算状

況をお知らせします。

　年度末の加入世帯数１,８２７世帯、被保険者数

３,２７９人です。

　決算状況とは保険加入者が納付した保険税や国

県の交付金などの歳入や医療給付費や他保険への

支援金などの歳出の状況のことです。

　平成２５年度では、歳入１６億６８４７万５千円に

対し、歳出は１５億４５３１万７千円であったため、

差額の１億２３１５万８千円を繰越しました。

　平成２５年度決算においては、医療機関等へ支払

う保険給付費（療養の給付等に要する費用のうち

上板町国民健康保険負担分）の総額が、国民健康

保険加入者の皆様から納付いただいた国民健康保

険税の約３.６倍になっている状況です。

　また、平成２５年度は、医療費の増大等により

単年度収支は赤字決算となりました。

１人当たり割　合金　　　額項　　　目

１４３,１９１２８.１％４６９,５２４国 ・ 県 支 出 金

歳
　
　
　
　
　
　
入

８９,１６４１７.５％２９２,３７０国 保 税

９８,４３０１９.４％３２２,７５０前期高齢者交付金

２５,９９０５.１％８５,２２０繰 入 金

４０,２２９７.９％１３１,９１２繰 越 金

５０,８００１０.０％１６６,５７２療養給付費交付金

６１,０３３１２.０％２００,１２７そ の 他 収 入

５０８,８３７１００％１,６６８,４７５計

３１８,１２１６７.５％１,０４３,１１９保 険 給 付 費

歳
　
　
　
　
　
　
出

５２,２５１１１.１％１７１,３３１後期高齢者支援金等

２７,１４４５.７％８９,００６介 護 納 付 金

２,２０３０.５％７,２２４総 務 費

５４
０.０％

（０.０１％）
１７７前期高齢者納付金等

３
０.０％

（０.０００６％）
９基 金 等 積 立 金

７１,５０１１５.２％２３４,４５１そ の 他 支 出

４７１,２７７１００％１,５４５,３１７計

（単位：千円）　　　　　　　　（単位：円）

国 保 会 計国 保 会 計

７０,０１６,４１７円年 度 末 基 金 保 有 額

水道事業収益

給水収益
92.4％

雑収益 0.1％未満
消費税還付金 0％
過年度損益修正益 0.1％未満受託工事収益

7.3％

水道事業費用

総係費
28.4％

配水及び
給水費
13.9％

受託工事費
8.4％

減価償却費
26.6％

資産減耗費
0.4％

雑支出
0.1％

支払利息
9.5％

過年度損益修正損
0.4％

原水及び
浄水費　
12.3％　

資本的収入 資本的支出

企業債償還金
66.9％工事分担金

100％

企業債
0％

建設改良費
33.1％

その他営業収益 0.2％
受取利息等 0.1％未満

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

水
道
事
業
決
算

尚、資本的支出額に不足する額４,５４８万２千円は内部留保資金で補てんしております。

●資本的収入及び支出（税込）

９,７７２資 本 的 収 入

０企 業 債

９,７７２工 事 分 担 金

５５,２５４資 本 的 支 出

１８,２８３建 設 改 良 費

３６,９７１企 業 債 償 還 金

　収入合計は　２億２,４８７万８千円

　支出合計は　１億８,４２７万４千円

収　益　的
収支決算額

　収入合計は　９７７万２千円

　支出合計は　５,５２５万４千円

資　本　的
収支決算額

●収益的収入及び支出（税込）

２２４,８７８水 道 事 業 収 益

２０７,７８１給 水 収 益

１６,３５９受 託 工 事 収 益

５４８その他の営業収益

５９受取利息及び配当金

９８雑 収 益

０消 費 税 還 付 金

３３過年度損益修正益

１８４,２７４水 道 事 業 費 用

２２,６５２原 水 及 び 浄 水 費

２５,５８１配 水 及 び 給 水 費

１５,５０９受 託 工 事 費

５２,２７９総 係 費

４９,０２６減 価 償 却 費

７２３資 産 減 耗 費

１７,５９０支 払 利 息

１５１雑 支 出

７６３過年度損益修正損

（単位：千円）



　平成２５年度農業集落排水事業特別会計決算についてお知らせします。

　歳入合計４,４５０万２千円、歳出合計３,７８８万６千円となっており内訳は下記

のとおりで歳入歳出差引残額６６１万６千円が、平成２６年度へ繰越となります。

（単位：千円）♦歳入の部 

金　　額項　　目

３,３００分 担 金

８,４９３使 用 料

４手 数 料

２６,８７６繰 入 金

５,８２８繰 越 金

１諸 収 入

４４,５０２合 計

（単位：千円）♦歳出の部 

金　　額項　　目

１４８一 般 管 理 費

１４,２３０施 設 管 理 費

１７,４９４償還金（元金）

６,０１４償還金（利子）

３７,８８６合 計

歳入の部 歳出の部
分担金
7.4％

手数料
0.1％未満

使用料
19.1％ 施設管理費

37.6％

償還金
（元金）
46.2％

償還金
（利子）
15.9％

一般管理費
0.4％

諸収入
0.1％未満

繰入金
60.4％

繰越金
13.1％

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計

※①標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表
的な職務である。

　②一般行政職とは、「事務職」
や「技術職」のことを指し、
「企業職員」や「教育職」
は含まない。

　上板町の職員給与などの現状を町民の皆さんにお知らせします。

職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、町の条例によっ

て定められています。

（なお、ここに記載している給与は、すべて税や各種保険料を引く

前の額です。）

上上板板町町職職員員の給給与与等等を公公表表します

❽部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　　　員　　　数（人）
区　　分

平２６年平２５年平２４年平２３年平２２年平２１年

２

１７

７

７

６

２９

１１

２

１５

８

６

７

２９

１０

２

１６

８

６

８

２７

１０

２

１５

９

７

８

２８

１１

２

１５

９

６

８

２８

１１

２

１５

９

６

９

３０

１２

議　会

総　務

税　務

農　林

土　木

民　生

衛　生

一

般

行

政

７９７７７７８０７９８３小　計

２０２１２２２２２２２２教　育特
別
行
政 ２０２１２２２２２２２２小　計

５
８

５
８

５

８

５

８

５

８

６

８

水　道

その他

公
営
企
業
等 １３１３１３１３１３１４小　計

１１２１１１１１２１１５１１４１１９合　計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員等を含み、臨時・嘱託及び非常勤職員を除いている。

❺一般行政職の級別職員数の状況 （平成２６年４月１日現在）

４級３級２級１級

課長補佐及び主査
並びにこの相当職

主査及び係長並
びにこの相当職

主 事 及 び
こ の 相 当 職

主 事 及 び 主 事 補
並びにこの相当職

標 準 的 な
職 務 内 容

１８人１３人１人１３人職　員　数

２９.０％２１.０％１.６％２１.０％構　成　比

合　計６級５級

理事及び課長並
びにこの相当職

主幹及び課長補佐
並びにこの相当職

６２人１１人６人

１００.０％１７.７％９.７％

❷職員給与費の状況（普通会計決算）

１人当たり
の 給 与 費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費　額普通会計
職 員 数
（Ａ）

区　分
　　計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円

４,７９０
千円

５０７,７０２
千円

１２１,３９０
千円

３９,５４６
千円

３４６,７６６１０６人２５年度

※職員手当には、退職手当を含まない。

❸職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成２６年４月１日現在）

平　均　年　齢平 均 給 料 月 額

４１.６歳月一般行政職　　３,０２１百円

５６.１歳月技能労務職　　３,３９７百円

❹職員の初任給の状況 （平成２６年４月１日現在）

一般行政職

国上　　板　　町

初　任　給試 験 区 分初　任　給試 験 区 分

１７２,２００円一般職（大卒）１７２,２００円上級　※大卒程度

１４０,１００円一般職（高卒）１４０,１００円初級　※高卒程度

❶人件費の状況（普通会計決算）

前年度の人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳人口区　分

２０.０％１８.０％
千円　

７９５,２３１
千円　

４,４２２,６６５
平成２６.３.３１現在

１２,６６３人２５年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

❼特別職の報酬等の状況 （平成２６年４月１日現在）

期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分期末手当（支給割合）給料及び報酬（月額）区分

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

２９９,０００円

２４９,２００円

１９９,３００円

議　長

副議長

議　員

６月期１.４０月分

１２月期１.５５月分

合計　２.９５月分

７３８,０００円

５９０,４００円

５４６,２００円

町　長

副町長

教育長

❻職員手当の状況 （平成２６年６月１日現在）

国上　板　町区　分

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支給割合）　期末手当　　　勤勉手当
　　６月期 １.２２５月分 ０.６７５月分
１２月期 １.３７５月分 ０.６７５月分
　　計 ２.６０月分 １.３５月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２１.６２月分 ２７.０２５月分
勤続２５年 ３０.８２月分 ３６.５７月分
勤続３５年 ４３.７０月分 ５２.４４月分
最高限度額 ５２.４４月分 ５２.４４月分
※定年前早期退職特例措置有

（支給率）　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２１.６２月分 ２７.０２５月分
勤続２５年 ３０.８２月分 ３６.５７月分
勤続３５年 ４３.７０月分 ５２.４４月分
最高限度額 ５２.４４月分 ５２.４４月分
※定年前早期退職特例措置有

退職手当

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

主なもの　配偶者　　　月額 １３,０００円
　　　　　配偶者以外　月額 ６,５００円

扶養手当

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

持家　なし
借家　家賃の額に応じて支給
　　　最高月額２７,０００円

住居手当

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤距離２㎞〜５㎞未満　月額２,０００円
５㎞以上は距離に応じ支給

通勤手当

１１,８５５,４１７円支 給 総 額
（平成２５年度）

時 間 外
勤務手当

保育士及び幼
稚園教諭

支給対象職員

調整手当

１３０,２７９円
支給対象職員１
人あたり平均支
給額（平成２５年度）

月額２,０００円支　　給　　額

月額
２８,６００円〜

４９,５００円

管理または監督
の地位にある職
員に支給

管理職
手　当



　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
付
け

で
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
か

ら
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
、
町

内
外
の
小
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
、

永
き
に
亘
り
本
町
の
学
校
教
育
等

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
御
健
康
と
御
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

受
章

影　

山　

久　

雄　

氏　
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秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会秋の人権講演会
人権教育啓発指導者養成講座

　みなさんは、発達障がいを知っていますか？発

達障がいは、生まれつき脳機能に障害があり、家

族の育て方や本人の努力不足が原因で起こるもの

ではありません。見た目ではわからないため、誤

解を受けやすく、なかなか理解されません。

　この機会にぜひ、発達障がいのことを知ってく

ださい。

主催：上板町教育委員会

　　　上板町人権教育推進協議会

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、

次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓

練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
︵
※
J
ア
ラ
ー
ト
︶

を
用
い
た
訓
練
で
、
上
板
町
以
外
の
地
域
で
も
様
々

な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
�
訓
練
実
施
日

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日︵
水
︶

　
　

十
時
ご
ろ

　
　�

訓
練
で
行
う
放
送
試
験

�
情
報
伝
達
手
段

　
　

防
災
行
政
無
線

�
放
送
内
容

　
　

町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
無
線
か
ら
、
一
斉

に
、
次
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政無無無無無無無無無無無無無無線線線線線線線線線線線線線線ななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどをををををををををををををを用用用用用用用用用用用用用用いいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたた情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝達達達達達達達達達達達達達達訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練練練練のののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施
※
J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ

て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

︻
放
送
内
容
︼

　
　

上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
﹁
こ
ち
ら
は
、
防
災
上
板
町
役
場
で
す
。﹂

＋
﹁
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。﹂

＋
﹁
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
﹂

　

＋
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震︵
お
お
じ
し
ん
︶

で
す
。
大
地
震
で
す
。

　

＋
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。
×
３
回

＋
﹁
こ
ち
ら
は
、
防
災
上
板
町
役
場
で
す
。﹂

＋
﹁
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
お
わ
り
ま
す
。﹂

＋　

下
り
チ
ャ
イ
ム

お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

企
画
防
災
課

　

℡　

六
九
四−

六
八
二
四

　

十
月
は
町
県
民
税
︵
二
期
︶
と
国
民
健
康

保
険
税
︵
三
期
︶
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
︵
三
期
︶
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
十
月
三
十
一
日︵
金
曜
日
︶で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
十
月
三
十
一
日
に
引

き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替　

■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板
町

内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
︵
料
︶

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課

　

℡
六
九
四
︱
六
八
〇
七

■日時　２０１４年１０月１４日（火）

　　　　　１５：３０〜１７：００

■場所　上板町中央公民館大会議室

■演題　知って下さい！　発達障がいのこと

■講師　徳島県発達障がい者

　　　　総合支援センターハナミズキ

　　　　　藤井加代子さん

　　　　　東野　紀美さん



　

十
月
二
十
日︵
月
︶か
ら
二
十
六
日︵
日
︶ま
で
は
、﹁
行
政
相

談
週
間
﹂
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
総
務
省
が

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

上
板
町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
週
間
に
先
立
ち
行
政
相
談

委
員
が
、
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
、

こ
う
し
て
欲
し
い
、
役
所
の
説
明
や
対
応
に
納
得
が
い
か
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
制
度
や
仕
組

み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日　

時　

十
月
十
五
日︵
水
︶

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
場　

所　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当
行
政
相
談
委
員　

清
水　

容
治　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
重　
　

茂　

さ
ん

※
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
現
在
も
申
請
書
が
届
か

な
い
方
は
、福
祉
保
健
課 
臨
時
福
祉
給
付
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

○
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
両
方
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

　

①
平
成
二
十
六
年
一
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付

金
を
受
給

　

②
平
成
二
十
五
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
未
満

○
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
二
十
六
年
一
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

　

※
た
だ
し
、﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
の
対
象
児
童
、
生

活
保
護
の
受
給
対
象
児
童
な
ど
は
除
き
ま
す
。

○
支
給
額

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一
万
円

○
提
出
書
類

　

・
申
請
書

　

・
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書︵
公
務
員
の
方
の
み
︶

　

・
受
給
状
況
証
明
書
内
に
記
載
の
あ
る
口
座
が
わ
か

る
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
︵
公

務
員
の
方
の
み
︶

○
申
請
期
間

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
︵
火
︶
ま
で

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
︵
土
日
祝
日
を
除
く
︶

　
※
公
務
員
の
方
で
職
場
か
ら
﹁
公
務
員
児
童
手
当︵
特
例

給
付
︶受
給
状
況
証
明
書
﹂
及
び
﹁
申
請
書
﹂
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
申
請
期
間
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐

取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」」の申請受の申請受付付中です中です
　

消
費
税
率
八
％
へ
の
引
上
げ
に
際
し
、暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
る
二
つ
の
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
基
準
日
は
、平
成
二
十
六

年
一
月
一
日
で
す
。ど
ち
ら
の
給
付
金
に
も
該
当
さ
れ
る

場
合
は
、臨
時
福
祉
給
付
金
が
優
先
さ
れ
ま
す
。︵
二
つ
の

給
付
金
を
重
複
し
て
受
け
取
る
こ
と
は
、で
き
ま
せ
ん
。︶

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂ 

○
支
給
対
象
者

　

平
成
二
十
六
年
度
町
民
税
︵
均
等
割
︶
が
課
税
さ
れ

な
い
方

　

※
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ

れ
る
場
合

　
　

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

　
　

な
ど
は
、
対
象
外
で
す
。

○
提
出
書
類

　

︵
く
わ
し
く
は
、申
請
書
の
う
ら
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。︶

　

①
申
請
書
︵
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
︶

　

②
本
人
確
認
書
類
︵
写
し
︶
給
付
対
象
者
全
員
分
の

運
転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証

　

③
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し

　
　

金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義

人
︵
カ
ナ
︶
の
わ
か
る
通
帳
の
写
し

○
申
請
手
続

　

申
請
書
に
記
入
押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
郵
送
ま
た
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
へ
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
支
給
額

　

一
人
に
つ
き
一
万
円

　

給
付
対
象
者
の
中
で
左
記
に
該
当
す
る
方
は
、
五
千

円
を
加
算

　

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
等
の
受
給
者
な
ど　
　

　

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者

な
ど

○
申
請
期
間

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
︵
火
︶
ま
で

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
︵
土
日
祝
日
を
除
く
︶

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

行

政

相

談

週

間

︵
お
問
い
合
わ
せ
先
︶

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　

℡
六
九
四−

六
八
一
〇

　

行
政
書
士
が
、
①
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
、
②
権
利
義

務
に
関
す
る
書
類
、
③
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
作
成
に

つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日　

時　
　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
日︵
月
︶

　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
〜
午
後
五
時
ま
で

■
場　

所　

上
板
町
中
央
公
民
館　

第
一
会
議
室

■
主　

催　

徳
島
県
行
政
書
士
会　

徳
島
北
部
支
部

　
　
　
　
　

担
当
・
多
田
令
修

　
　
　
　
　

℡
〇
八
八−

六
三
七−

五
七
七
八

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

※申請受付期間は、１１月４日（火）までです。お早めに申請書の提出をお願いします。



　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
元
気
で
す
。

　

今
で
も
、
毎
日
朝
早
く
か
ら
、
元
気
に
仕
事
に
行
っ
て

い
る
働
き
者
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大

好
き
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
に
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

い
つ
も
明
る
く
て
楽
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
夜
が
く

る
と
昔
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
い
つ
も
い
つ
も
同

じ
話
を
し
ま
す
。
ぼ
く
は
心
の
中
で
﹁
ま
た
同
じ
話
や
﹂

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
楽
し

そ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
顔
で
話
し
て
い
る
の
で
、
ぼ
く

も
同
じ
話
を
何
度
も
何
度
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
顔
を
見
て
い
る
と
、
ぼ

く
は
嬉
し
く
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
前
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
っ
た
と

き
は
、
い
つ
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
日
本
代
表
の
応

援
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
チ
ー
ム
の
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
こ
ろ
や
、
攻
撃
の
仕
方
の
話
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
の

前
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
決
ま
っ
て
、
ぼ
く
が

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
た
と
き
の
話
を
始
め
ま
す
。
ぼ
く

が
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
た
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ぼ
く
の

応
援
団
に
な
っ
て
、
世
界
中
を
一
緒
に
旅
す
る
そ
う
で
す
。

　

今
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
一
番
の
夢
は
﹁
ぼ
く
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
行
っ
て
、
ぼ
く
の
活
躍
を
み
る
こ
と
﹂
だ
そ
う

で
す
。
こ
ん
な
に
優
し
く
て
、
楽
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

た
め
に
、
ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
一
緒
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
行
け
た
ら
い
い
ね
。

　

私
に
は
、
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
肉
屋
さ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
三
十
五
年

間
も
お
肉
屋
さ
ん
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
は
、
毎
日
忙
し
い
の
に
私
た
ち
の
事
を
い
つ
も
考

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
お
肉
を
切
る
た
め
に
包

丁
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
手
に
た
く
さ
ん
の
豆
が
で
き

て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
伝
票
を
つ
け

る
た
め
に
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
た
く
さ
ん
文
字
を
書
い
て

い
る
の
で
よ
く
ば
ん
そ
う
こ
う
を
は
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
遊
び
に
行
く
と
、
仕
事
中
で
も
い
つ
も
笑
顔
で
、

﹁
お
は
よ
う
！
﹂

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
そ
の
声
を
聞
く
と
な
ぜ
か

心
が
あ
っ
た
か
く
な
り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
い
つ
も
ク
タ
ク
タ
な
の
に
、

﹁
つ
か
れ
た
ー
。﹂﹁
せ
こ
い
な
ー
。﹂

な
ど
の
弱
音
を
吐
く
事
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
辛
い
顔
も
せ
ず
い
つ
も

笑
顔
で
い
ま
す
。
私
は
﹁
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
我

慢
強
い
な
ー
。﹂と
思
い
ま
す
。
私
は
不
思
議
に
思
っ
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、

﹁
な
ん
で
い
っ
つ
も
笑
顔
で
弱
音
も
吐
か
ん
の
?
﹂
と

聞
く
と
、

﹁
ほ
う
や
な
あ
。
色
々
あ
る
け
ど
、
一
番
は
な
ん
で
も

プ
ラ
ス
に
考
え
れ
ば
、
ど
ん
な
辛
い
事
も
我
慢
で
き
る

よ
う
に
な
る
け
ん
や
な
ー
！
﹂

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
練
習
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
ふ
い
て
い
ま
す
。
あ
る
日
な
か
な
か
高
い
音
が
出

な
か
っ
た
時
に
、
い
や
に
な
っ
て
あ
き
ら
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
な
の
で
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、
私
の
あ
き
ら
め
よ
う
と
す
る

弱
い
心
を
な
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
強
い
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
自
分
の
事
よ
り
相
手
の

事
を
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
よ
く
自
分
の
事
を
先
に
考

え
が
ち
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
よ
り
相
手
の
事

を
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。そ
し
て
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
や
さ
し
い
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
今
ま
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に
沢
山
笑
顔
に
さ

せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
今
度
は
私
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た

ち
を
笑
顔
に
さ
せ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
私
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
言
う
よ
う
に
な
ん
で
も
プ
ラ
ス
に
考
え
よ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

相
手
の
事
を
先
に
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
ね
。

神
宅
小
学
校　

六
年　
　

上　

原　

花　

音

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　　
　

あ
り
が
と
う

東
光
小
学
校　

六
年　
　

河　

村　

太　

暉

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん



　

僕
に
は
今
年
九
十
四
歳
に
な
る
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
十
年
前
に
脳
梗
塞
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
後
遺
症
で
少
し

動
作
が
ゆ
っ
く
り
で
す
。
毎
日
、
庭
の
畑
を

見
回
る
こ
と
が
日
課
で
す
。
僕
が
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た
時
に
は
転
ば
な
い

か
心
配
で
声
を
か
け
る
と
、

﹁
い
け
る
い
け
る
。﹂

と
、
し
わ
し
わ
の
顔
で
笑
い
ま
す
。

　

こ
の
前
、
僕
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
戦

争
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
二
十
五
歳
の
時
に
徳
島
大
空
襲
と
い
う

の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
板
野
町
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
﹁
ボ

ン
ボ
ン
﹂
と
爆
弾
の
音
が
し
て
空
を
見
る
と
、

徳
島
の
方
が
真
っ
赤
に
燃
え
て
、
夜
な
の
に

昼
間
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
そ
う
で
す
。
爆

弾
は
時
々
近
く
の
畑
に
も
落
ち
て
き
た
そ
う

で
、
そ
の
音
が
す
る
た
び
に
自
分
の
子
ど
も

を
背
負
い
防
空
壕
に
逃
げ
た
り
、
爆
弾
を
落

と
さ
れ
な
い
よ
う
に
家
の
電
球
に
黒
い
布
を

か
ぶ
せ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
の
色
を
黒
く
し
て

光
が
外
に
も
れ
な
い
よ
う
に
し
て
隠
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

徳
島
大
空
襲
の
あ
っ
た
次
の
日
、
ひ
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
徳
島
の
親
戚
を
心
配
し
て
お

に
ぎ
り
を
届
け
に
行
っ
た
と
き
に
、

﹁
た
く
さ
ん
の
爆
弾
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
人

た
ち
を
よ
け
て
行
っ
た
。
辛
か
っ
た
。﹂

と
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話
し
た
そ
う
で

す
。
今
、
僕
が
住
ん
で
い
る
徳
島
県
で
そ
ん

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
な
ん
て
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
も

う
天
国
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
僕
に
戦
争
の
怖
さ
と
苦
労

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
今
の
平
和
な

時
代
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
ず
っ

と
平
和
で
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
た
僕
が
、
そ

の
話
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
将
来
の
子

ど
も
や
孫
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
僕
の
役
目
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た
時
は
庭
の

畑
の
手
伝
い
を
し
た
り
転
ば
な
い
よ
う
に
支

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
の

﹁
い
け
る
い
け
る
。﹂

の
、
し
わ
し
わ
の

笑
顔
が
ま
た
見
た

い
で
す
。

　

僕
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
六
十
七

才
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
六
十
四
才

で
す
。
一
緒
に
は
住
ん
で
い
な
い
け

れ
ど
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
父

や
母
が
仕
事
の
間
は
祖
父
母
の
家
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
今
は
元

気
で
、
毎
日
朝
早
く
か
ら
畑
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
合
間
を
ぬ
っ
て
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
植
木
の
手
入
れ
を
し

た
り
、
私
た
ち
の
習
い
事
の
送
り
迎

え
を
し
た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
達
の
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
た
り
、
花
の
水
や
り
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
二
人
と
も
ど

ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
土
曜
日
・
日

曜
日
は
弟
の
野
球
を
観
に
来
て
く
れ

ま
す
。

　

今
は
と
て
も
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
二
年
前
に
首
の
大
手
術

を
し
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
手

術
を
す
る
と
聞
い
た
と
き
、
す
ご
く

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
﹁
大
丈
夫
か
な
ぁ
？
﹂
と
心
配
に

な
り
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

病
気
に
な
る
ま
で
は
さ
さ
い
な
事
で

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
よ
く
ケ
ン
カ
を
し

て
、﹁
も
う
嫌
い
！
﹂
と
何
度
も
思
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
い
な
い
家
も
ケ
ン
カ
が
で

き
な
い
の
も
さ
み
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

無
事
に
手
術
が
成
功
し
、
元
気
に

な
っ
て
二
年
が
た
つ
今
も
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
は
さ
さ
い
な
事
で
よ
く
言

い
合
い
を
す
る
け
れ
ど
、
あ
の
時
み

た
い
に
﹁
も
う
嫌
い
！
﹂
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気
で

い
て
く
れ
る
か
ら
ケ
ン
カ
も
で
き
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
、
い
つ
も
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
は
私
も
中
学
生
で
す
。
次
は

私
が
二
人
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

松
島
小
学
校　

六
年　
　

辰　

己　

大　

波

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

　
　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

高
志
小
学
校　

六
年　
　

岸　

本　

寧　

音



　

徳
島
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
四

月
一
日
か
ら
、﹁
徳
島
県
豊
か
な
森
林

を
守
る
条
例
﹂
を
施
行
し
ま
し
た
。

　　

本
条
例
で
は
、
豊
か
な
森
林
を
次

世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
県
、

市
町
村
、
県
民
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
特
に
管
理
が
必
要

な
地
域
を
森
林
管
理
重
点
地
域
と
定

め
、
土
地
の
取
引
に
係
る
事
前
届
出

︵
相
続
は
除
く
。
︶
の
新
た
な
制
度
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
前
届
出
制
度
が
十
一
月
よ
り
始

ま
り
ま
す
の
で
、
森
林
の
売
買
等
の

予
定
が
あ
る
場
合
は
、
徳
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
指
定
地
域
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
■
徳
島
県
林
業
戦
略
課　

　

℡
〇
八
八−

六
二
一−

二
四
四
七

　

徳
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

森
林
所
有
者
の
皆
様
へ

　

上
板
町
で
は
Ｈ
Ｐ
で
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
突
然
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

に
対
処
す
る
た
め
、
ご
自
宅
近
く
の

避
難
箇
所
や
危
険
箇
所
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

k
a

m
iita

.jp
/

    
    
 
 
   
 
 
 
 
 
    
   
 

サ
イ
ト
左
上
の
防
災
マ
ッ
プ
か
ら
ご

確
認
で
き
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

企
画
防
災
課

　

℡
六
九
四−

六
八
二
四

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

九
月
十
五
日
︵
月
︶
上
板
中
学
校
体
育
館
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
め
で
た
く
九
十
歳
、
八
十
歳
の
節

目
︵
数
え
年
︶、
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
︵
結
婚
六

十
年
︶
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
様
に
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
上
板
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
や
、
上
板
町
婦
人
会
に
よ
る
唄
･
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
様
が
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
さ
れ
、
長
年
の

知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。





※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してください。
　宅内漏水の早期発見になります。
※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水道工事
　店等に依頼して修理してください。

宅内漏水にご注意ください。

※メーターボックスの上には物を置かないように
　してください。

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、
申請手続きが必要です。
また、死亡等による名義変更をする場合にも
手続きが必要です。

●　お問い合わせ先　●　上板町役場　水道課　TEL 694−6817

次の手順で水漏れを確認できます。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉めましょう。

次にメーターボックスのフタを開け
てメーター器を見ます。銀色か赤色
の星のような形のもの（パイロット）
を確認しましょう。

もしパイロットが回っていたら、
宅内のどこかで漏水している可能
性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

　

徳
島
航
空
基
地
開
隊
五
十
六
周

年
記
念
行
事
に
合
わ
せ
て
、
下
記

の
と
お
り
、
基
地
公
開
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

�　

日
時

　

平
成
二
十
六
年
十
月
四
日︵
土
︶

　
　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

�　

催
し
の
内
容

　

⑴　

開
隊
五
十
六
周
年
記
念
式
典

　
　
　

︵
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
等
︶

　

⑵　

編
隊
飛
行

　

⑶　

飛
行
展
示

　

⑷　

航
空
機
地
上
展
示

　

⑸　

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行

　

⑹　

広
報
館
・
記
念
館
公
開

　

⑺　

模
擬
店

　
　

飲
食
、
航
空
グ
ッ
ズ
等

�　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
七
七
一−

〇
二
九
二

　

徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町
住
吉
字

　

住
吉
開
拓
三
八
番
地

　
　

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空

　
　

群
司
令
部
広
報
室　

　

℡
〇
八
八−

六
九
九−

五
一
一
一

︵
内
線　

三
二
三
四
︶

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳

島島島島島島島島島島

航航航航航航航航航航

空空空空空空空空空空

基基基基基基基基基基

地地地地地地地地地地

徳
島
航
空
基
地

公公公公公公公公公公
開開開開開開開開開開
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら
せせせせせせせせせせ

公
開
の
お
知
ら
せ

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内

そ　の　他試 験 日受付期間資　　格募集種目

１　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　試験種目：
　筆記試験、作文、口述試験、適正検査及び身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

第３回試験
平成２６年１０月２５日㈯

平成２６年９月１６日㈫〜
平成２６年１０月１７日㈮

１８〜２７歳未満の男子（男子）
自 衛 官
候 補 生

試験会場：高等工科学校本校（神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

平成２７年
１月１０〜１２日
※いずれか１日をしていされ

ます。

平成２６年１１月１日㈯〜
平成２６年１２月５日㈮

男子で中卒（見込含）１７歳未満の、成績
優秀かつ生徒会活動に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる者

推 薦

高等工科
学校生徒 １　試験会場（１次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地

２　試験科目：（１次）筆記試験、作文
　　　　　　　（２次）口述試験（個別面接）、身体検査
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

平成２７年１月２４日㈯
平成２６年１１月１日㈯〜
平成２７年１月９日㈮

１５歳以上１７歳未満（男子）
（２６年３月に中学校卒業又は中等教育
学校の前期課程修了見込含）

一 般

１　試験会場（１次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
２　４月分から正規の修業年限を終わる月まで毎月

５４,０００円貸与
詳しい内容については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

平成２７年１月３１日㈯
平成２６年１２月１日㈪〜
平成２７年１月９日㈮

大学の理学部、工学部の３・４年次又は
大学院（専門職大学院を除く）修士課程
在学（正規の修業年限を終わる年の４
月１日現在で２６歳未満（大学院修士課
程在学者は２８歳未満））

貸費学生（技術）

　　　　　　　　　自衛隊　徳島地方協力本部　鳴門地域事務所（TEL ０８８−６８５−５３０６）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

お問い合わせ先



　

河
川
の
水
は
、
農
業
用
水
や

水
道
水
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
た
め
、
河
川
に
油
や
有

害
物
質
な
ど
を
流
し
て
し
ま
う

と
、
河
川
の
濁
り
や
魚
な
ど
の

死
亡
、
多
く
の
人
の
生
活
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、

原
因
者
に
責
任
が
問
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
用
水
と
な
っ
て
い
る
河

川
の
場
合
、
農
業
被
害
を
起
こ

し
、
補
償
問
題
に
発
展
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

上
板
町
の
良
好
な
水
環
境
を

守
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
や
町

内
事
業
所
様

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
日　
　

時　

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日︵
土
︶

　
　

午
前
十
時
よ
り

　

︵
雨
天
の
場
合
は
、
二
十
六
日
に
振
り
替
え
ま
す
︶

　
　

■
中
止
の
場
合

　
　
　

八
時
に
決
定
し
、
Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
場　
　

所　

　

徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
横

の
畑
︵
松
茂
町
字
前
原
四
番
越
︶

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
が
目
印
で
す
。

　
募
集
人
数　

　

先
着
一
五
〇
組
の
ご
家
族

　

板
野
郡
内
の
子
育
て
中
︵
小
学
生
ま
で
︶

　

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
対
象

　
参　

加　

費　

　

無
料

　
募
集
期
間　

　

十
月
七
日︵
火
︶〜
十
月
十
日︵
金
︶

　
募
集
方
法　

　

募
集
期
間
内
の
平
日
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で

の
事
務
局
開
所
時
間
内
で
、

　

電
話
︵
〇
八
八−

六
九
三−

三
〇
三
三
︶
も

し
く
は
事
務
所
に
お
越
し
の
上
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

★
毎
年
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

の
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
当
日
の
駐
車
場
は
、
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

検
索
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平成２６年度

JICAボランティア募集
①青年海外協力隊／日系社会ボランティア
②シニア海外ボランティア／日系社会シニア・ボランティア
　あなたの技術・経験を開発途上国でいかしてみませんか？
　現地の人々と協働しながら、人づくり、国づくりに協力します。

�時　　募集説明会（映画＆体験談＆合格への道講座等）
　　　　１０月５日（日）１３時半〜１７時
�所　　TOPIA（徳島県国際交流協会）
　　　　　※「世界の果ての通学路」無料上映

�時　　募集説明会（体験談＆ TOEIC 講座）
　　　　１０月１８日（土）１３時半〜１７時
�所　　TOPIA（徳島県国際交流協会）
　　　　　※応募に必須語学スコア「初めての方のための

TOEIC３３０点講座」無料

�対象　①満２０〜３９歳　②満４０〜６９歳
　　　　（２０１４年１１月４日現在）※日本国籍を持つ人

�申込　募集期間／
　　　　　２０１４年１０月１日（水）〜２０１４年１１月４日（火）
　　　　　消印有効
　　　　※海外から応募する場合は、２０１４年１１月６日（木）必着
　　　　　応募書類配布場所／ JICA 四国、県国際交流協会

お問い合わせ先　　JICA 四国　TEL ０８７−８２１−８８２４

﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁﹁
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
もももももももももももももももももももももももももももももも
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
にににににににににににににににににににににににににににににに
ああああああああああああああああああああああああああああああ
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
のののののののののののののののののののののののののののののの
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂﹂

を
開
催
し
ま
す
。

■日時

　平成２６年１０月１２日（土）

　　１１時３０分〜１４時

■場所

　ファミリースポーツ公園

■内容

　上板中学校吹奏楽部の演奏

　アサンジュニアダンスチーム

　豆狸連の阿波踊り

　保育士ヒーローブレイクショー

　食べ物やゲームの屋台

■主催

　社会福祉法人

　徳島県心身障害者福祉会

■後援

　上板町

■協賛

　上板町社会福祉協議会

　

● 板野東部ファミリー・サポート・センター ●
藍住町奥野字矢上前３２−１　藍住町勤労女性センター内　TEL ０８８−６９３−３０３３　FAX ０８８−６９３−３０３４

　

上
板
町
役
場

　
　

環
境
保
全
課
・
建
設
課
・

　
　

産
業
課



　

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

認
知
症
は
様
々
な
原
因
か
ら
、
脳
の
働
き
が
衰

え
る
事
に
よ
っ
て
、生
活
に
支
障
が
出
て
く
る﹁
脳

の
病
気
﹂
で
す
。

　

今
ま
で
、﹁
認
知
症
は
治
ら
な
い
病
気
﹂
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
認
知
症
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
症
状
が
改
善
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
主
な
原
因
は
、

認
知
症
の
主
な
原
因
は
、

1　

変
性
疾
患
︵
脳
が
縮
む
︶

　
　

脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
、
脳

が
萎
縮
す
る
タ
イ
プ

2　

脳
血
管
疾
患
︵
脳
血
管
が
つ
ま
る
︶

　
　

脳
中
の
血
管
が
つ
ま
っ
て
、
神
経
細
胞
に
栄

養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
、
一
部
の
神

経
細
胞
が
死
ぬ
タ
イ
プ

　

認
知
症
の
症
状

認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
症
状
は
、﹁
中
核
症
状
﹂
と
﹁
周
辺

症
状
﹂
の
二
種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

﹁
中
核
症
状
﹂　
⋯　
記
憶
や
判
断
力
、
時
間
や
場
所

の
認
識
な
ど
の
認
知
機
能
が
損

な
わ
れ
る
認
知
症
本
来
の
症
状

で
す
。

﹁
周
辺
症
状
﹂　
⋯　
中
核
症
状
を
も
と
に
本
人
の
性

格
や
周
囲
と
の
関
わ
り
方
、
環

境
な
ど
が
関
係
し
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
症
状
で
す
。

　

②
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脳
血
圧
な
ど
の
予
防

と
治
療

　

③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

有
酸
素
運
動
を
適
度
に

　

④
家
事
・
料
理
を
積
極
的
に
こ
な
す

　

⑤
短
歌
や
俳
句
、
園
芸
な
ど
の
創
作
活
動
を

　

⑥
囲
碁
や
将
棋
、
脳
ト
レ
な
ど
を
楽
し
む

　

⑦
地
域
の
会
合
や
催
し
物
に
積
極
的
に
参
加
す

る

⑶
知
的
活
動
習
慣

　

①
新
聞
・
雑
誌
を
読
む
・
囲
碁
・
将
棋
を
す
る

︵
知
的
活
動
︶

　

②
家
計
簿
・
日
記
を
つ
け
る
︵
出
来
事
記
憶
︶

　

③
二
つ
以
上
の
作
業
を
同
時
に
行
う
︵
注
意
分

割
機
能
︶

　

④
段
取
り
や
手
順
を
考
え
実
行
す
る
︵
計
画
・

実
行
機
能
︶

⑷
そ
の
他

　

①
若
々
し
く
、
お
し
ゃ
れ
心
を
忘
れ
ず
に
︵
と

き
め
き
︶

　

②
く
よ
く
よ
せ
ず
、
プ
ラ
ス
思
考
で
︵
ス
ト
レ

ス
軽
減
︶

　

③
午
後
一
時
ご
ろ
の
三
十
分
以
内
の
昼
寝
を
す

る
︵
疲
労
回
復
︶

　

困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
を

困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
を

　

心
配
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
﹁
上
板
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
が
連
携
し
、
地

域
の
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る
総

合
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　　

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
八
八−
六
九
四−

五
五
九
七

●
公
的
機
関
名
を
装
っ
た
不
安
を
あ

お
る
内
容
の
架
空
請
求
で
す
。

　

連
絡
す
る
こ
と
で
個
人
情
報
を
知

ら
れ
た
り
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

決
し
て
連
絡
は

と
ら
ず
不
審
に

感
じ
た
場
合
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

� �������������������������������������������������������������

　

認
知
症
の
サ
イ
ン

認
知
症
の
サ
イ
ン

○
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
。

○
置
き
忘
れ
・
紛
失
が
多
く
な
っ
た

○
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

○
季
節
に
合
わ
な
い
服
装
を
し
て
い
る
。

○
着
替
え
や
身
だ
し
な
み
、
入
浴
な
ど
を
面
倒
く

さ
が
っ
て
や
ら
な
く
な
っ
た

○
調
理
な
ど
を
順
序
立
て
て
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た

○
日
課
を
し
な
く
な
っ
た

○
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た　

な
ど

　

認
知
症
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
？

認
知
症
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
？

　

認
知
症
は
原
因
に
よ
っ
て
は
、
早
期
に
発
見
し

て
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
で
治
療
や
進
行
を
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
認
知
症
の
サ
イ
ン
に
気

づ
い
た
ら
早
急
に
か
か
り
つ
け
医
や
上
板
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
℡
六
九
四−

五
五
九
七
︶

や
徳
島
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
︵
℡
六
七
八

−

四
七
〇
七
︶
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
？

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
？

　

次
の
三
つ
の
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

⑴
食
習
慣

　

①
肉
よ
り
も
魚
︵
青
魚
︶
を
食
卓
に

　

②
野
菜
を
積
極
的
に
摂
取

　

③
食
塩
、
甘
い
物
を
と
り
す
ぎ
な
い

　

④
よ
く
か
み
、
口
腔
ケ
ア
を
か
か
さ
な
い

⑵
生
活
習
慣

　

①
適
量
な
飲
酒
と
禁
煙

認

知

症

認

知

症

認

知

症

正
し
く
知
ろ
う

︻
事
例
︼

　

民
事
訴
訟
裁
判
通
達
書
と
い
う
は

が
き
が
届
い
た
。

　

﹁
販
売
業
者
及
び
回
収
業
者
か
ら

あ
な
た
に
対
す
る
訴
状
が
提
出
さ

れ
た
﹂

　

﹁
当
協
会
に
連
絡
し
な
い
と
裁
判

所
へ
出
廷
と
な
る
﹂

　

﹁
給
料
の
差
し
押
さ
え
、
動
産
物
・

不
動
産
物
の
差
し
押
さ
え
の
強
制

執
行
と
な
る
﹂

　

な
ど
書
か
れ
て
い
る
が
心
当
た
り

が
な
い
。

架
空
請
求
は
が
き
に

架
空
請
求
は
が
き
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

℡　

六
九
四−

六
八
一
六

　

月
〜
金
曜
日

　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　

︵
休
所
日　

土
日
祝
︶

　

役
場
東
隣

　

上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
事
務
所
内







※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい

�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

平成26年10・11月分
〈10/1〜11/10まで〉

市外局番は（088）です。

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科１㈬１０
月 ６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック２㈭

６９２−１２２０大 久 保 内 科３㈮

６９２−６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科４㈯

６９８−８６８９高 田 整 形 外 科 病 院５㈰

６９３−１０２１杉みね整形クリニック６㈪

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク７㈫

６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科８㈬

６７２−０１７４竹 本 内 科９㈭

６７２−１１８５井 上 病 院１０㈮

６９３−００８７き は ら 耳 鼻 咽 喉 科１１㈯

６９９−２９２１浦 田 病 院１２㈰

６３７−６０６６井 関 ク リ ニ ッ ク１３㈪

６７２−０１７６三 愛 内 科１４㈫

６７２−４９７０福 島 内 科１５㈬

６７２−０５７１新 野 医 院１６㈭

６７２−５６３０近 藤 内 科 医 院１７㈮

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科１８㈯

６３７−６６００上板整形外科クリニック１９㈰

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの２０㈪

６７２−６６１８み や ざ き 内 科 診 療 所２１㈫

６９４−５３５３井 内 内 科２２㈬１０
月 ６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院２３㈭

６９８−５１１１堀 口 整 形 外 科２４㈮

６３７−３２１１こやま小児科内科クリニック２５㈯

６９４−８３８８川 原 眼 科２６㈰

６９４−５５１５友 成 医 院２７㈪

６３７−６０６６井 関 ク リ ニ ッ ク２８㈫

６３７−６６００上板整形外科クリニック２９㈬

６９４−８３８８川 原 眼 科３０㈭

６９９−２９２１浦 田 病 院３１㈮

６９２−１２２０大 久 保 内 科１㈯１１
月 ６９４−２００８野 田 （ 五 ） 医 院２㈰

６９９−５３５５芳 川 病 院３㈪

６９９−５３５５芳 川 病 院４㈫

６９９−８０７０井 上 病 院５㈬

６９９−３７７７春 藤 内 科 胃 腸 科６㈭

６９９−２７８７谷口耳鼻咽喉科クリニック７㈮

６９３−１０２１杉みね整形クリニック８㈯

６９８−０３０３藤 本 ク リ ニ ッ ク９㈰

６７８−８５８５か ま だ 眼 科１０㈪

１０月　保健行事予定表

３．のびのび子育て教室

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２６年
５月３１日〜

平成２６年
８月８日生

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・予
防接種について

農村環境改
善センター

9：30 〜
9：40

10/17

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師・
理学療法士

個別健康相談・
健康教育

農村環境改
善センター

10：00 〜
11：30

10/7

保健師個別健康相談
農村環境改
善センター

10：00 〜
11：30

11/11

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２５年
　１１月１２月

平成２６年
　５月６月生

問診、身体測定、
診察、育児相談、
栄養相談

農村環境改
善センター

13：10 〜
14：00

10/15

２．乳児健康診査

Ⅱ．乳幼児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２６年
　５月３１日〜

平成２６年
　８月８日生

股 関 節 脱 臼 検
診・ブ ッ ク ス
タート

農村環境改
善センター

10：30 〜
11：00

10/8

１．股関節脱臼検診・ブックスタート

○がん検診は事前に申し込みが必要です。

○１０月２０日（月）までに福祉保健課までお申し込み下さい。電話で

の申し込みもできます。

○申込先・問い合わせ　福祉保健課　６９４−６８１０

Ⅲ．がん検診（４０歳以上の方）

料　金内　　容場　　所受付時間月／日

胃がん １,０００円
肺がん ０円
喀痰検査 ５００円
大腸がん ５００円
特定健康診査
 １,０００円

胃がん検診、
肺がん検診、
喀痰検査、
大腸がん検診、
特定健康診査

農村環境改
善センター

8：30 〜
10：00

10/30

３,２４０円
頸部超音波検査
（２０歳以上）

農村環境改
善センター

13：00 〜
16：00




